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。DZH1
目。。
調
占
理
論
か
ら
自
由
競
争
の
理
論
に
移
る
過
程
と
し
て
、

の
試
み
た
、
二
人
の
生
産
者
が
競
争
す
る
場
合
の

久

雅

夫

武

慣
格
決
定
。
理
論
に
つ
い
て
、
後
世
の
敢
理
経
情
撃
者
か
ら

重
大
な
る
訂
正
が
加
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
本
論
の
目
的
は
、
乙

等
の
訂
正
に
つ
い
て
研
究
批
判
を
試
み
、

一
方
じ
た
い
て

般
定
設
に
反
し
て
。

s
g
g
の
見
解
を
支
持
す
る
と
共
に
、

他
方
に
お
い
て
そ
の
理
論
じ
若
干
の
展
開
補
正
を
試
み
ん
と

ず
る
に
あ
る
。一・・・-

C
O
S
H
4
5酔

の
理
論

最
初
じ
。
D
Z
B
C
け
の
設
を
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。

彼
は
先
づ
、
市
場
が
一
人
の
生
産
者
に
よ
っ
て
濁
占
せ
ら

れ
た
揚
合
の
債
格
決
定
の
法
則
を
述
べ
て
ゐ
る
0

(

註
ご

設

明
の
便
宜
の
震
に
、
あ
る
一
人
が
他
に
類
の
な
い
放
能
を
有

っ
た
鎮
泉
を
所
有
し
且
甲
}
の
鎖
泉
の
産
出
に
費
用
を
要
し
た

い
と
骸
定
す
る
。
そ
の
人
は
明
に
こ
の
鎮
泉
一
リ
ッ
ト
ル
じ

Ji9 



146 

任
意
の
債
格
を
附
し
得
る
。
今
債
格
を
唱
と
し
句
な
〉
を

以
て
需
要
の
法
則
を
示
す
も
の
と
す
れ
ば
、
伎
は
種
k

試
み

た
後
に
匂
吋
〈
巴
た
る
牧
益
を
極
大
友
ら
し
む
べ
き
回
以
の
値

を
採
用
す
る
で
あ
ら
う
。
夫
は
弐
の
方
程
式
に
よ
っ
て
定
め

ら
れ
る
。〈

]
F
)

吋(匂一)+市一句、守〉
H
。

(
註
ニ
)

Duopolyに闘する事畿の研究

註
一
。
中
山
伊
知
郎
氏
課
、

9
1
ル
ノ

I
、
富
の
理
論
の
教
撃
的

原
理
に
闘
す
る
研
究
。
回
以
》
・
由

Mig-

註
二
。
式
(
】
)
は
極
大
又
は
極
小
の
俊
件
で
あ
る
か
ら
、
之
が
極
大

の
依
件
で
あ
る
た
め
に
は
、
更
に

{司一司(回以〉}、〈。

回一句、(匂一
)
+
M
M
一司、(同
M
V
A
O

会
〉
よ
り
得
る
句
の
値
た
代
入
し
て

G
)

司ヘ芝司、、門司
)
i凶{司、(巴}同八。

な
る
関
係
が
同
じ
H
M

の
値
に
お
い
て
成
立
つ
事
が
必
要
で
あ

る。
(
N
)

の
蹄
係
ル
一
般
的
に
演
懇
ナ
る
事
は
不
可
能
で
あ
る

が
‘
。
。

z
g
a
は
需
要
の
法
則
た
論
ず
る
章
に
お
い
て
、
と
の

闘
係
が
成
立
つ
こ
主
は
経
験
的
に
立
詮
也
、
ら
れ
る
と
論
じ
て
ゐ

る
.
上
掲
、
富
の
捜
検
円
以
下
と
の
略
穏
や
用
ぴ
る
〉
匂
・

aH

-
択
に
、
ニ
人
の
生
産
者
が
各
同
一
品
質
の
鋸
泉
を
所
有
し
、

同
一
市
揚
に
沿
い
て
競
争
す
る
揚
合
を
考
へ
る
。
(
富
の
理

論

0
3・
C
M
1
c
S
こ
の
揚
合
、
債
格
は
必
十
両
者
に
と
っ

35() 

て
同
一
で
あ
る
。

U
H吋
(
巴
を
線
販
賀
高
、
H
)
悼
を
鋸
泉
甲
の
販
寅
高
、
H
J

を
鯖
泉
乙
の
販
費
高
と
す
れ
ば
、
巴
H
+
H
)蛤
HHH)

で
あ
る
。

甲
乙
の
牧
入
は
夫
々
唱

c
r
匂
】
)
凶
で
あ
っ
て
、
彼
等
は
各
自

濁
立
に
出
来
得
る
限
り
こ
の
所
得
を
大
に
す
る
こ
と
を
努
め

る
で
あ
ら
う
。
各
自
調
立
に
、
と
い
ふ
こ
の
制
限
は
極
め
て

重
要
で
あ
る
。
萱
し
、
若
し
彼
等
が
最
大
所
得
を
獲
得
す
る

震
に
妥
協
す
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
は
濁
占
の
揚
合
と
同
一

に
・
な
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
揚
合
は
、
前
の
様
に
】
)
日
可
ハ
ち
を
採
る
代
り
に
・

そ
の
選
曲
教
で
あ
る
守
H
同
(
匂
)

を
採
用
す
る
方
が
便
利
で

あ
る
。
甲
及
び
乙
の
利
益
は
夫
々
弐
の
如
〈
表
は
さ
れ
る
。
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〉
内
《
巴
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+
同
)
同
〉
w

ロ同〉〈同(同)同十同)凶)

所
有
者
甲
は
り
同
の
決
定
に
何
等
直
接
に
参
加
し
得
な
い
。

彼
の
錯
し
得
る
限
り
の
事
は
、
り
同
が
乙
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら

れ
た
後
じ
、
同
)
悼
に
封
し
て
最
も
遡
嘗
-
な
る
値
を
採
揮
す
る
ニ



究訴の説書降るす臓に D¥lopoly

と
で
あ
る
。
之
は
自
分
の
慣
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を
遁
嘗
に
調
節
す
る
ニ
と
じ

よ
っ
て
途
行
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得
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し
乙
が
こ
の
債
格
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C
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に
封

一
一
暦
よ
く
そ
の
利
益
に
誼
合
す
る
新
た
る
他
を
巴
凶
に

採
用
す
る
揚
合
は
別
で
あ
る
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析
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に
は
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は
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H
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句
碑
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画
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し
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方
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式
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11 
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方
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ら
れ
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い
ふ
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。
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従
っ
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喝
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失
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方
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す
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。
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関
係
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っ
て
、
甲
乙
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平
衡
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黙
に
議
す
る
経
路
を
、
闘
に
よ
っ
て
説
明
し
て
ゐ
る
。
第

圃
に
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H
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』
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び
同
)
凶
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夫
々
・
座
標
軸
じ
と
り
原
黙
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O
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ろ
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表
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曲
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腕
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式
ハ
ず
)
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表
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親
田
二
回
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な
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膳
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り
N
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乞
極
大

友
ら
し
め
る
所
の
ガ
の
値
じ
憶
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者

Y
9
J

の
根
よ
り
大
で
あ
る
。
故
に
。
B
H
V
V
O
B
同
・
ま
た
同

様
の
理
由
に
よ
っ
て
。

r
v。
2
で
あ
る
。

今
も
し
甲
が
り
H

に
封
し
て
。

r
に
よ
っ
て
表
は
さ
れ
る

値
を
と
る
も
の
と
す
れ
ば
、
乙
は
り
』
の
そ
の
値
に
劃
し
て
、

伎
に
最
大
の
利
益
を
奥
へ
る
べ
き
巴
同
の
値
。
u
J

を
採
る
で

あ
ち
う
。
し
か
し
そ
の
時
は
同
じ
理
由
じ
よ
っ
て
.
甲
は
匂

に
新
ら
し
い
値
。
ど
を
撰
ぶ
で
あ
ら
う
。
こ
の
動
作
は
相
次

い
で
繰
返
さ
れ
、
そ
の
反
動
の
振
一
腕
は
次
第
に
減
じ
て
、
交

黙
叫
に
到
っ
て
始
め
て
一
や
衡
が
成
立
す
る
。
こ
の
平
衡
は
安

定
で
あ
る
。
即
ち
た
と
へ
甲
乙
の
何
れ
か
が
そ
の
農
の
利
益

一
時
的
に
こ
れ
を
離
れ
て
も
・
幾
多
の
反
動

を
誤
解
し
て
、

Duopolyに闘する事設の研究

の
結
果
噌
]
れ
に
引
戻
さ
れ
る
。

方
程
式
(
印
)
か
ら
、
先
づ
り
H
H
U
:乞
得
る
。
・
弐
じ
ハ
p
)
ハσ)
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相
加
へ
て
、同町(同))+匂同、(同)〉

R

。

之
主
要
形
す
れ
ば
、

。
同
)

♀
)
巴

+
S
U引
H

。

然
る
に
、
二
つ
の
鎮
泉
が
同
一
の
所
有
者
に
蹄
す
る
か
、

或
は
二
人
が
安
協
し
て
ゐ
る
場
合
に
は
、
匂
の
値
は
(
ど
式
、

S82 

gp 
ち

(

旬

)

ιo 

H
)
+
H
V
l
-
-
-
H
O
 

乱
回
V

に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
る
筈
で
あ
る
。
今
(
品
)
及
び
(
♂
の
輿

へ
ら
匂
の
値
の
大
小
を
比
較
す
る
に
、
同
》
H
Hと
K
M

け
ば
、
(
品
)

の
根
は
曲
線

1
1畑
山
町
と
直
線

lHと
の
交
貼
じ
よ

っ
て
示
さ
れ
、
(
町
)
の
棋
は
同
じ
曲
椋
と
直
線

THH
と
の

交
結
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。
而
し
て
、
も
し
杢
て
の
M

の
正

に
し
て
賓
敢
な
る
値
じ
劃
し
て
、
函
数

7
l判
VNlに
正

同

リ

句

f
u
F
」

に
し
て
貰
敢
な
る
値
を
附
輿
し
得
る
も
の
と
す
れ
ば
、
第
一

の
交
黙
の
M

は
第
二
の
交
賭
の
同
よ
り
も
小
と
な
る
で
あ
ら

ぅ
。
之
は
第
二
闘
の
簡
単
な
作
闘
が
充
分
に
立
詮
し
て
ゐ

る
。
又
こ
の
結
果
に
必
要
な
上
の
僚
件
が
、
需
要
の
法
則
の

性
質
そ
の
も
の
か
ら
常
に
貰
現
さ
れ
る
ニ
と
も
容
易
に
詮
明

さ
れ
る
。
従
っ
て
方
程
式
(
♂
の
棋
は
常
に
方
程
式
(
旬
)
の
根

ま
り
も
小
で
あ
る
。
卸
ち
競
争
の
結
果
は
債
格
を
下
落
せ
し
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程
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ロ
が
限
り
な
く
増
加
す
る
と
共
に
限
り
な
く
減
少
す
る
o
邸

ち
、
競
争
者
の
教
が
増
加
す
る
に
従
っ
て
債
格
は
低
落
す
る
。

そ
の
極
限
は
自
由
競
争
の
債
格
で
あ
る
。

諸
家
批
評
の
概
観

調
占
債
格
か
ら
、
自
由
競
争
償
格
を
連
結
的
に
演
轄
し
て

行
く
所
の
、
彼
の
理
論
瞳
系
は
、
彼
の
哲
壊
の
根
本
思
想
で

あ
る
所
の
蓮
績
の
原
理
に
基
い
て
ゐ
る
と
、
民
c
c
g
を
し
て
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批
評
せ
し
め
た
程
に
整
然
た
る
も
の
で
あ
る
え
註
三
)

然
Q 

に
こ
の
理
論
は
、
彼
自
身
遇
俗
の
常
識
に
数
墜
的
基
礎
附
け

を
奥
へ
た
に
過
ぎ
な
い
と
信
ヒ
て
ゐ
た
に
も
拘
ら
や
(
官
。

理
論
旬
。
ω〉
後
世
の
教
理
経
消
息
者
の
棉
攻
撃
に
合
っ
て
、

そ
の
中
心
と
た
る
巴

5
3
q
に
ハ
当
日
間
〉
閲
す
る
理
論
は
、

現
在
で
は
全
〈
慣
値
を
失
っ
た
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

こ
の
攻
撃
の
先
駆
を
な
し
た
者
は
、
悌
閣
の
致
嬰
者
間
四
円
l

オ
自
己
で
あ
る
。
ハ
註
五
)
彼
の
論
文
は
今
日
で
は
会
〈
参
照
す

る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
が
、
]
出
S
S
の
紹
介
に
よ
れ
ば
、

彼
は
二
人
の
競
争
の
揚
合
に
た
い
て
は
債
格
の
低
落
に
限
界

が
た
く
従
っ
て
平
衡
は
不
定
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
、
故
じ

。
2
2
2の
結
論
は
誤
っ
て
居
り
、
而
し
て
こ
の
誤
謬
は
敢
撃

的
誤
謬
に
基
く
も
の
と
考
へ
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
0
(
誌
六
)

し
か
し
、

C
2
2
0悼
の
結
論
を
否
定
す
る
事
に
た
い
て

F
7

合
富
山
と
一
致
せ
る
、
今
日
の
一
般
定
設
と
維
も
・
。

2
5。け

の
誤
り
を
敢
準
的
な
も
の
と
は
考
へ
て
ゐ
た
い
え
詮
七
)

註
一
ニ
。
同

-
F
足
。
。
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u
E
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2
2
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g
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。
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H
S
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M
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。
。
。
ョ
ロ
三
は
携
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生
産
者
内
競
争
と
呼
ん
だ
に
過
‘
曹
な
い
。

出
島
知
0
4司

a
p
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従
っ
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か
く
呼
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あ
る
。
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g
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5
U印
刷
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・
H
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O

中
山
伊
知
郎
氏
。
三
つ
の
著
述
を
渇
じ
て
見
た
る
ク
ー
ル
ノ
ー

の
経
済
製
設
。
商
科
大
拳
五
十
週
年
記
念
論
文
集
。
】

--hは

弐
に
胃
壁
面
VRHH
が
生
産
費
鑑
誠
の
法
則
の
支
配
す
る
揚

A
口
に
た
い
て
は
、

c
c
z
g
&
の
結
論
が
成
立
し
た
い
こ
と
を

論
じ
、
ハ
註
八
)

之
に
劃
し
て
阿
佐

2
0巳
「
は
、
生
産
費
遮
増

の
揚
合
に
沿
い
て
も
同
様
な
議
論
が
成
立
つ
こ
と
を
詮
明
し

Duopolyに闘する拳設の研究

た
。
し
か
し
こ
の
二
人
は
、
杢
く
異
な
る
立
揚
か
ら
問
題
を

眺
め
て
ゐ
る
事
は
後
に
説
明
す
る
語
り
で
あ
る
0
(
註
九
)

E
F
2
は
、
問
題
の
取
扱
ひ
方
そ
の
も
の
に
つ
い
て
、

。
c
z
g
o酢
を
非
難
し
(
註
一

O
)
百
c
c
g
は
の
2
5
0酔
の
誤
り

は
「
競
争
」
な
る
術
語
を
不
正
確
に
使
用
し
た
結
果
で
あ
る

と
断
定
し
た
。
ハ
註
一
一
)

最
後
に

F
Z
S
は
、
経
摘
現
象
全

腫
の
卒
衡
に
引
掛
け
て
調
占
及
び
競
争
の
問
題
を
取
扱
ひ
.

。。ロヨ
54『

の
結
論
の
成
立
た
な
い
こ
と
を
、
最
も
一
般
的
じ

384 

旦
極
め
て
明
快
に
論
詰
し
た
0
(

註
一
二
)

上
に
象
げ
た
反
封
設
は
、
何
れ
も
そ
の
結
論
に
た
い
て

致
し
て
、
同
)gHMcq
の
場
合
に
平
衡
が
成
立
つ
こ
と
を
否
定

し
て
ゐ
る
。
そ
の
問
題
を
取
扱
ふ
見
地
及
び
方
法
は
夫
々
異

っ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
代
表
的
な
準
設
と
し
て
は
、
通
常
国
子

mwo
当

S
F
及
び
阿
川
白
色
。
の
夫
が
奉
げ
ら
れ
、
現
在
じ
た
い
て

は
全
く
完
投
と
し
て
確
立
さ
れ
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。

私
は
以
下
の
各
節
に
沿
い
て
、
之
等
の
反
封
設
に
つ
い
て

一
一
そ
の
論
擦
を
探
っ
て
見
た
い
と
思
ふ
。

註
八
。
k
p

・
出

pagp
司江口〔
L
Z説
。
円
。
g
H
H
B
Z

A
H
∞
印

註
九
。
出
品
向
。
，
4
B
P・
M
l
z
s
p凸
号
句
。
吋

g
o
g
H
M
L
H

設
一

oe
吋

urO3
。
。
回
目
。
け
宮
山
口
ぶ
任
。
百
三
日
g-
。g
L
O
B
r一回

註
一
一
。
旨
DOE-Hi芦
与
貧
富
。
門
司
o
g用
主
主
DHH

註
一
二
。
ぐ
・
句
賞
。
骨
S
]広
告
書
H
A
-
2
2
M
A
E宮
市

DHEH5・
2
》・

。由
T
l印
む
叫

】

ω
理
主
G

に
は
こ
の
外
次
の
論
文
が
あ
る
。

U
H
Cロ
号
5
5
円
百
合
員
HHHO酔同
V

門
戸
け
F
5
5
2
H
5
2ロ
ο
E
P

憎
む

-
5
3
8
H
H
p
g
a。自己町内
P
E
s
t
s
g
r
b日
出
品
。
ロ
。
巴
宮
山

H
m
w
F
o
品
切
・



H
明
白
∞

Duopoly 

又
。
。
己
H
m
内

H

・8
8
0富山。旬。
J
H
a

宮
3
4
0戸】・
MM
匂
ミ
1
2
に

ab
乙
の
問
題
や
論
じ
て
ゐ
る
。

究E汗の説拳るす闘に

四

]r-[MH-1mrp--

の
批
評

民
pgvp戸
は
日
く
、
「

c
s
g
o
f
の
理
論
は
、
極
め
て
魅
力

を
有
し
旦
暗
示
的
で
あ
る
が
、
彼
は
、
若
し
競
争
者
の
各
々

の
販
路
が
制
限
さ
れ
や
、
そ
し
て
彼
等
が
生
産
す
る
商
品
が

報
酬
逓
増
の
法
則
に
従
ふ
時
は
、
各
自
が
同
一
の
規
模
に
公

い
て
生
産
す
る
と
き
の
平
衡
の
地
位
は
不
安
定
で
あ
る
こ
と

に
注
意
し
・
な
か
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
故
は
、
も
し
競
争
者
の

何
れ
か
ど
有
利
に
た
っ
て
、
伎
の
生
産
規
模
を
損
張
す
る
た

ら
ば
、
彼
は
之
に
よ
っ
て
情
更
有
利
じ
な
り
、
や
が
て
彼
の

競
争
相
手
を
市
場
か
ら
騒
逐
す
る
で
あ
ら
う
か
ら
で
あ
る
。

。
2
5
0け
の
議
論
は
、
か
-A
る
結
論
を
防
ぐ
や
う
な
制
限
を
興

へ
て
ゐ
た
い
。
」
(
註
一
三
)
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こ
与
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
岩
田
grp}】
一
は
最
も
抽
象
的

じ
問
題
を
扱
っ
た
の
。

50骨
の
理
論
夫
自
身
じ
つ
い
て
是
非

を
論
じ
て
ゐ
る
の
で
は
た
〈
、
夫
が
上
に
述
べ
て
ゐ
る
や
う

-
及
特
殊
た
場
合
を
包
含
し
得
な
い
が
故
に
、
そ
の
理
論
の
債

値
を
疑
っ
て
ゐ
る
と
い
ふ
噌
』
と
で
あ
る
。

問
題
は
、
報
酬
遮
増
の
法
則
を
如
何
に
解
す
る
か
に
よ
っ

て
二
つ
に
分
れ
る
。
こ
の
法
則
は
、
経
管
技
術
及
び
製
遺
技

術
に
饗
化
が
な
く
、
唯
生
産
量
が
増
加
す
る
に
従
ひ
費
用
が

比
較
的
に
節
約
さ
れ
て
、
そ
の
結
果
生
産
費
が
低
下
す
る
揚

ム
口
を
意
味
す
る
と
も
考
へ
ら
れ
、
叉
生
産
規
模
が
大
と
な
る

に
従
っ
て
経
管
及
び
技
術
上
の
改
良
が
行
は
れ
、
そ
の
結
果

生
産
費
が
低
下
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
も
考
へ
ら
れ

る
。
今
般
り
に
、
前
者
を
静
態
に
た
け
る
報
酬
遁
増
の
法
則

と
呼
び
、
後
者
を
動
態
に
な
け
る
報
酬
濯
増
の
法
則
と
名
付

け
る
。
普
通
に
漠
然
と
こ
の
法
則
の
名
を
呼
ぶ
時
に
は
、
雨

者
を
併
せ
た
意
味
に
解
し
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。

今
之
を
静
態
じ
h

掛
け
る
法
則
と
考
へ
る
時
は
、
同

gyp--

が
の
2
5
0酔
の
一
般
的
理
論
が
こ
の
特
殊
の
場
合
に
限
っ
て

成
立
た
・
な
い
と
考
へ
た
こ
と
を
肯
定
す
べ
き
何
等
の
理
由
を

385 

見
出
す
こ
と
を
得
た
い
。
何
と
た
れ
ば
、
費
用
の
法
則
を
甲
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乙
に
つ
い
て
夫

k
p
(同)乙
-Aτ(同
)
乙
と
す
る
な
ら
ば
、
今
O

場
合
に
K
M

い
て
方
程
式
(

ω

)

は
次
の
方
程
式
に
よ
っ
て
置
換

へ
ら
れ
る
。
(片岡)〉+同)』『、
(
U
U
1
9
H
、f
H
)
H
)
H
O

(
斗
)
↓

-同(同))一一己弘、(同
)
)
1
9

崎、(同)同
)

H

3

市
し
て
、
若
し
(
ど
れ
よ
っ
て

U
-
及
び
巴
同
が
決
定
す
る

こ
と
を
担
ま
友
い
‘
な
ら
ば
、
同
様
に
(
♂
に
よ
っ
て

U
M
及
び

同
)
凶

が
決
定
す
る
こ
と
も
異
で
た
け
れ
ば
た
ら
ぬ
。
こ
の
揚

合

ArAr
が

?
2
2
m
T】
偶
で
あ
ら
う
と

E
o
g包
括
で
あ
ら

う
と
結
論
に
何
の
関
係
も
な
い
。

第
二
に
、
こ
の
法
則
を
動
態
に
h
掛
け
る
法
則
或
は
両
者
を

Duopoly Iこ闘する事訴の研究

併
合
し
た
意
味
の
法
則
と
考
へ
た
揚
合
は
如
何
。

]
5
2
Eニ

自
身
は
こ
の
意
味
に
解
し
て
ゐ
た
様
に
思
は
れ
る
。
臼
〈
「

完
の
静
止
せ
る
歌
態
の
限
定
は
、
経
済
摩
上
の
多
く
の
問
題

を
説
明
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
様
た
鍛
完
は
之
か
ら
出
奮
し

て
飴
り
に
深
入
り
す
る
と
き
に
は
、
却
っ
て
有
害
な
仮
定
と

な
る
。
夫
は
止
も
す
れ
ば
、
吾
人
を
し
て
事
置
を
離
れ
た
拍

象
に
陪
ら
し
め
る
。
特
じ
乙
は
、
報
酬
握
増
の
法
則
に
従
ふ

産
業
に
闘
す
る
、
需
要
と
供
給
の
平
衡
の
純
理
論
に
つ
い
て

386 

は
不
遁
営
で
る
る
。
こ
の
法
則
は
主
と
し
て
、
出
現
勤
と
進
歩

の
時
代
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
o
」
、
註
一
四
)

。25
0げ
の
理
論
は
静
態
論
で
あ
っ
て
動
態
論
で
は
な
い
。

故
に
夫
は
費
動
と
進
歩
の
時
代
に
属
す
る
生
産
費
謹
減
の
法

則
の
支
配
す
る
揚
合
に
そ
の
ま
L
適
用
出
来
な
い
か
も
し
れ

友
い
。
し
か
し
之
は
全
て
の
純
理
論
に
共
通
な
制
約
で
あ
っ

て
、
競
争
論
の
み
が
、
』
の
制
約
を
受
け
る
べ
き
で
は
な
く
、
又

こ
の
故
に
そ
の
理
論
の
慣
値
を
否
定
す
る
事
は
出
来
な
い
。

こ
L
に
改
め
て
方
法
の
問
題
を
論
や
る
ま
で
も
た
く
、
現
じ

民
p
g
g】
}
自
身
の
濁
占
理
論
ハ
註
一
五
)
自
由
競
争
じ
た
け
る

債
格
決
定
の
理
論
ハ
註
二
ハ
)
等
と
雄
も
や
は
り
静
態
論
に
外

ヨ
な
ら
な
い
。
何
と
た
れ
ば
夫
等
は
何
れ
も
一
定
な
る
需
要
曲

繰
及
び
供
給
曲
拍
械
を
限
定
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し

何
人
も
彼
の
之
等
の
理
論
の
債
値
を
否
定
し
・
な
い
で
あ
ら

】

FEarpHH
の
加
へ
た
上
の
非
難
を
根
操

附
け
ん
と
す
れ
ば
、
競
争
論
は
本
質
的
に
動
態
論
で
あ
る
と

ぅ
。
故
に
強
い
て

主
張
す
る
よ
り
外
は
た
い
で
あ
ら
う
。
し
か
し
之
は

〕
手
同
町
戸
『
・
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国
宮
口
自
身
の
自
由
競
争
債
格
論
と
矛
盾
す
る
の
み
な
ら
4
y

・

費
動
と
進
歩
と
を
認
め
得
る
程
。
時
間
の
経
過
は
、
必
や
し

も
競
争
の
結
果
を
認
め
る
の
に
必
要
で
な
い
と
い
ふ
黙
に
た

い
て
、
吾
人
の
首
肯
し
難
い
所
で
あ
る
。
私
は
.
上
の
岸
壁
国
H
H
E
-
-

の
所
論
に
は
慣
格
成
立
の
理
論
と
慣
格
費
動
の
理
論
と
の
混

同
が
あ
り
、
動
態
論
の
闘
す
る
限
り
に
な
い
て
は
費
動
の
理

論
に
外
な
ら
ぬ
の
で
は
・
な
い
か
と
考
へ
る
。

詮
二
号
詮
八
参
照
。
と
の
議
論
を
合
む
章
は
第
五
版
以
下
に
お

い
て
は
創
除
さ
れ
て
ゐ
る
。
し
か
し
倒
除
の
理
由
「
い
つ
い
て
は

明
記
し
て
な
い
や
ラ
に
息
ふ
。

詮
一
四
。
凶
l
L
g
q
H
a
-
]昆
め
円

H
U
H
M
M
r
g品
1
8印

註
一
五
。

H
r目
白
竜
・
串
印
由
|
合
M

註
一
六

w
g目白・
MM・品
OAF-

五

同
門
戸
市
山
。
当
。
ュ
『

の
批
評

ほ
堂
島
田
口
の
批
評
を
以
て
、
重
大
な
る
打
撃
を
の
C
Z
E
S

の
理
論
に
加
へ
た
も
の
と
推
奨
し
た
所
の

(
3胃
5
4
0
H
・
M
・
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ヲ
】
]
戸
】
)
肘
仏
関

2
き
ユ
r
は
.
尚
報
酬
遮
減
の
場
合
じ
も
そ
の

結
論
が
嬢
張
せ
ら
れ
る
こ
と
を
設
い
て
ゐ
る
o

(

宮島
w

苫
・
出

。l
H
M
O
)

彼
の
論
文
は
最
初
匹
。
4

年
の

2
0
g
p
M
O
 
品
。
阿
】
同

出

8
5
E邑
に
掲
載
せ
ら
れ
、
可
呂
田
H

曲
に
は
そ
の
英
語
が
納

め
ら
れ
で
あ
る
。
こ
の
論
文
は
濁
占
の
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
燭

れ
た
卓
れ
た
論
文
で
あ
る
。
・
弐
じ
、
我
々
の
問
題
の
闘
す
る

限
り
に
た
い
て
彼
の
理
論
を
要
約
し
ゃ
う
。

説
明
を
出
来
る
丈
簡
翠
た
ら
し
め
る
た
め
に
、
生
産
費
遮

増
の
極
限
の
揚
合
と
し
て
、
競
争
者
各
自
の
生
産
高
に
制
限

が
あ
り
、
そ
の
代
り
生
産
費
を
要
し
な
い
揚
合
を
考
へ
る
。

倫
同
様
の
目
的
の
た
め
に
、
理
論
の
一
般
性
を
失
ふ
こ
と
な

く
し
て
、
衣
の
仮
定
を
置
く
こ
と
が
出
来
る
。

守
)
甲
乙
二
人
の
競
争
者
は
各
々
消
費
者
の
宇
敢
に
封
し

て
賓
る
。

(
ゲ
)
各
消
費
者
に
封
ず
る
需
要
曲
線
は
同
一
で
あ
り
、

E

直
線
で
あ
る
と
仮
定
す
る
。

(
ロ
)
甲
乙
の
生
産
制
限
高
は
同
一
で
あ
る
。

第
三
国
に
ゐ
い
て
、
同
軸
を
以
て
供
給
且
一
息
を
表
は
し
〈
軸

を
以
て
債
格
を
表
は
す
と
き
は
、
各
個
人
の
需
要
曲
棋
が
直

387 

線
で
あ
る
と
き
は
そ
の
綿
和
も
亦
直
線
で
あ
る
か
ら
、
甲
じ
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Fr.g:3 

C 

封
す
る
需
要
柏
田
棋
は

直
線

加
。

で
示
さ

れ
、
乙
に
封
す
る
需

要
曲
線
は
直
線
H
H
C
、

で
一
不
さ
れ
る
。
債
格

及
び
商
品
且
一
旦
の
草
位

を
誼
常
に
と
る
時
に

は

出。H
C
Q
H

。
C当

な
ら
し
め
る

こ
と
が
出
来
る
。
各
生
産
者
の
最
大
生
産
量
は

φ

∞H
O胃

で
あ
っ
て
、
夫
は
。
Q

の
四
分
の
三
に
等
し
い
と
鍛
定
す
る
。

Duopoly に闘する事設の研究

ハ
註
一
七
》

之
等
の
僚
件
の
下
に
沿
い
て
、
若
し
各
生
産
者
が
需
要
者

の
各
学
教
に
向
っ
て
猫
立
に
買
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
た
ら
、

彼
は
償
格
を
。
却
の
二
分
の
一
で
あ
る
。
町
に
定
め
た
で
あ

ら
う
。
何
故
な
れ
ば
、
夫
は
彼
の
純
益
を
極
大
な
ら
し
む
る

鮪
で
あ
る
か
ら
。
我
々
は
今
こ
の
賠
か
ら
出
費
し
ゃ
う
。
若

し
甲
乙
の
費
る
商
品
が
互
じ
無
関
係
な
種
類
の
も
O
で
あ
っ

388 

た
ら
、
我
々
は
こ
の
鞘
・
に
留
る
で
あ
ら
う
o

然
し
今
の
揚
合

に
沿
い
て
は
、
競
争
者
の
一
方
例
へ
ば
甲
は
、
債
格
を
極
め

て
僅
か
下
げ
て
、
乙
の
買
手
を
惹
き
つ
け
そ
の
販
路
を
奪
は

う
と
す
る
で
あ
ら
う
。
甲
は
こ
の
新
し
い
債
格
に
針
す
る
凡

て
の
需
要
に
憶
や
る
こ
と
は
出
来
・
泣
い
で
あ
ら
う
が
、
乙
の

需
要
の
大
た
る
部
分
を
奪
ふ
こ
と
が
出
来
ゃ
う
。
之
に
封
し

て
乙
も
向
低
い
債
格
を
以
て
慮
載
す
る
で
あ
ら
う
。
こ
の
行

動
は
互
に
操
返
さ
れ
て
、
慣
格
は
、
市
揚
の
字
分
に
封
す
る

-
一
人
の
生
産
者
の
全
部
の
供
給
を
蔽
ふ
に
足
る
所
の
。
ρ
H

U
}
(
。
W
H
M
と
見
て
)
の
黙
ま
で
低
下
す
る
で
あ
ら
う
。
こ

の
貼
に
た
い
て
平
衡
が
成
立
し
た
と
考
へ
ら
れ
る
か
も
し
れ

な
い
。
確
か
に
何
れ
の
生
産
者
に
と
っ
て
も
‘
債
格
を
之
以

上
下
げ
る
こ
と
は
利
益
で
は
な
い
。
し
か
し
反
割
に
引
上
げ

る
こ
と
は
利
益
で
あ
る
。
こ
の
際
、
相
手
の
供
給
額
は
そ
の

制
限
に
達
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
・
彼
は
相
手
の
競
争
を

恐
れ
る
こ
と
な
く
自
分
の
買
手
に
任
意
の
債
格
を
要
求
す
る

こ
と
が
出
来
る
。
そ
こ
で
彼
は
、
自
分
に
最
も
都
合
の
よ
い



。
M
M

の
債
格
を
採
用
す
る
で
あ
ら
う
。
之
じ
封
し
て
競
争
者

究班の設事るナ闘に Duopoly

も
亦
彼
に
な
ら
っ
て
、
債
格
を
。
可
に
引
上
げ
る
こ
と
を
最

も
利
益
と
す
る
で
あ
ら
う
。
そ
こ
で
我
々
は
最
初
の
出
費
鮪

に
立
蹄
っ
て
、
再
び
今
述
べ
た
順
序
が
繰
返
さ
れ
る
。
債
格

が
そ
の
最
低
限
に
達
し
な
い
以
前
に
沿
い
て
‘
相
手
に
よ
っ

て
奪
は
れ
る
こ
と
の
な
い
残
り
の
需
要
者
じ
封
し
て
債
格
を

引
上
げ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
結
局
上
の
場
合
じ
な
い
で
、

平
衡
は
不
定
で
あ
る
。

設
一
七
。
問
。
。
耳
は
彼
の
論
文
句
角
与
O
H
o
m
o
円
台
同
臣
官
岳
山
富

に
お
け
る
切
品
川
官
三

MMap
の
理
論
の
紹
介
に
お
い
て
、
生
産
費

を
直
線
C
H
)
u

。
口
、
で
表
は
し
て
ゐ
る
。
彼
は
之
が

-
u
L
的。ヨ》-

zr
の
議
論
で
あ
る
か
の
様
に
紹
介
し
て
ゐ
る
が
、
恐
ら
〈
さ

う
で
は
な
く
、
彼
が
勝
手
に
附
加
へ
た
も
の
で
あ
ら
ラ
と
い
ふ

と
主
は
、
彼
が
不
用
意
に
L
極
大
利
益
一
た
奥
へ
る
債
符
C
可
が

乙
の
揚
合
に
お
い
て
も
昨
で
あ
る
と
記
し
て
ゐ
る
こ
主
か
ら
推

察
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
居
。
。
g
の
考
へ
の
方
が
、
出
品
同
20H-P

の
現
論
を
生
産
韓
首
遜
場
と
い
ふ
一
般
の
場
合
に
つ
い
で
説
明
し

て
ゐ
る
勤
に
お
い
て
優
れ
て
ゐ
る
と
恩
ふ
。
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以
上
の
紹
介
じ
沿
い
て
明
ら
か
で
あ
る
や
う
に
、
彼
は

と
異
な
っ
た
抑
協
定
の
下
に
こ
の
問
題
を
解
か
う
と

cccHロ。け

し
て
ゐ
る
o
c
c
g
d♀

の
理
論
じ
た
い
て
は
、
相
手
の
供
給

を
一
定
と
見
て
自
己
の
供
給
を
動
か
す
と
い
ふ
こ
と
が
限
定

せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
彼
は
.
競
争
者
は
常
じ
相
手
の
債
格
を

一
定
と
見
て
、
自
巴
の
債
格
を
引
下
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
相

手
の
需
要
の
大
な
る
部
分
を
奪
ひ
、
叉
あ
る
揚
合
に
は
自
己

の
債
格
を
引
上
げ
て
、
相
手
か
ら
そ
の
需
要
を
奪
は
れ
る
こ

と
注
し
に
自
己
の
利
益
を
計
る
ニ
と
を
期
待
し
得
る
と
い
ふ

こ
と
を
仮
定
し
て
ゐ
る
。
然
ら
ば
‘
何
故
に
彼
は
白
書
百
三

の
仮
定
を
否
な
り
と
考
へ
た
か
。
伎
は
弐
じ
、

g
E
1
3
3
1

酔
日
々
な
商
品
の
濁
占
者
の
競
争
を
論
や
る
節
に
沿
い
て
、
こ

の
事
じ
つ
い
て
弐
の
如
く
述
べ
て
ゐ
る
。

ハ
句
H
V
M
J
O
吋
1

・4
0
-
-
M

匂
-
H
M凶
)

「
彼
が
全
く
岡
山
43-
友
商
品
じ
つ
い
て
の
こ
人
の
猫
占
者
主

論
告
y
る
場
合
、
平
衡
へ
の
遣
は
、

一
の
量
を
不
襲
と
見
て
箪

に
一
の
量
の
み
を
費
動
せ
し
む
る
こ
と
じ
よ
っ
て
建
せ
ら
れ

る
と
考
へ
、
叉
完
全
に

g
H
3
Z
E
g
g
q
な
る
商
品
じ
つ
い

て
の
二
満
点
者
を
論
十
る
揚
合
じ
は
、

一
の
債
絡
を
不
要
と

3S9 

し
一
の
債
格
の
み
ぞ
襲
中
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
平
衡
が
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賓
現
さ
れ
る
と
考
へ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
梢
驚
異
に
値
す
る
。

そ
の
詮
明
は
「
完
全
た
」
と
い
ふ
言
葉
に
見
出
さ
れ
る
で
あ

ら
う
o
m即
ち
、
二
商
品
が
完
全
に
弘
司
包
な
る
揚
A
口
じ
は
二

の
債
格
は
見
出
さ
れ
歩
、
又
完
全
に

S
H
M
L
O
B
g
g
q
な
る

場
合
に
は
、
二
の
稿
立
に
輔
深
化
す
る
量
を
想
定
す
る
こ
と
は

不
可
能
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
」

こ
の
出
身
。
」
4
0
5
r
の
非
難
に
つ
い
て
は
大
い
に
疑
問
が
る

る
の
で
あ
る
が
、
夫
は
衣
じ
述
べ
る
こ
と
と
し
て
.
依
り
じ

こ
の
非
難
が
蛍
っ
て
ゐ
る
と
し
ゃ
う
。
然
ら
ば
司
』
の
非
難
は
、

出
身

2
0
H
F
自
身
の
議
論
に
劃
し
で
も
向
け
ら
れ
占
な
け
れ
ば

-
な
ら
ぬ
。
。
S
B
a
は
、
相
手
の
供
給
を
一
定
と
見
て
自
己
の

Duopolyに闘する事設の研究

供
給
を
動
か
す
と
考
へ
た
が
、
彼
は
、
相
手
の
慣
格
を
一
定

と
見
て
自
己
の
債
格
を
動
か
す
と
考
へ
て
ゐ
る
。
九
一
問
者
は
少

く
と
も
論
理
的
に
は
不
可
能
で
は
な
い
が
、
後
者
は
.
市
揚

に
単
一
の
債
格
の
み
を
許
す
と
す
れ
ば
論
理
的
に
も
不
合
理

で
あ
る
。
或
は
彼
は
ニ
の
二
の
債
格
を
固
定
的
た
も
の
と
し

て
考
へ
た
わ
け
で
は
な
く
、
草
に
市
債
の
費
動
を
結
果
す

る
所
の
、
相
互
家
制
的
た
要
素
と
し
て
考
八
た
の
で
あ
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
か
く
解
す
れ
ば
、
制
限
量
に
達
す
る
以
前

390 

に
沿
い
て
は
、
慣
格
を
低
下
す
る
こ
と
が
常
に
一
方
の
利
益

で
あ
る
と
彼
が
述
べ
て
ゐ
る
こ
と
が
理
由
を
失
ふ
ば
か
り
で

な
く
、
彼
の

(USM-H互
に
封
す
る
攻
撃
も
成
立
た
な
く
な
る
。

何
と
た
れ
ば
、

ggda
に
沿
い
て
も
、
相
手
の
供
給
を
不

費
と
見
て
自
己
の
供
給
を
，
動
か
す
と
い
ふ
こ
と
は
た
ピ
瞬
間

的
に
考
へ
ら
れ
る
丈
で
あ
る
か
ら
。
こ
の
黙
に
つ
い
て
の
詳

細
な
る
研
究
は
本
論
文
の
結
論
の
論
題
と
し
て
保
留
す
る
。

開
中
関

2
0吋F
H
H

が
二
の
債
格
を
あ
る
程
度
ま
で
濁
立
的
且
固

定
的
に
考
へ
た
こ
と
、
及
び
こ
の
仮
定
の
謀
れ
る
こ
と
は
、

-
究
の
場
合
に
沿
い
て
極
め
て
明
瞭
に
観
取
せ
ら
れ
る
0

・山ち、

債
格
が
弐
第
に
低
下
し
て
雨
・
肴
の
生
産
量
が
各
?
で
の
極
限

に
達
し
た
場
合
に
、
彼
は
、
甲
は
乙
の
生
産
量
が
そ
の
極
に

達
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
乙
の
競
争
を
恐
れ
る
こ
と
な
く

し
て
自
己
の
債
格
を
φ
匂
に
ま
で
引
上
げ
る
こ
と
が
出
来
る
・

と
考
へ
て
ゐ
る
ο
然
し
、
之
は
彼
の
恨
完
に
沿
い
て
、
郎
ち

乙
が
そ
の
極
限
量
一
一
を
責
る
た
め
に
債
格
。

ρ
を
援
へ
な
い
と

き
に
始
め
て
可
能
な
ニ
と
で
②
る
。
然
し
明
じ
、
こ
の
揚
合
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乙
は
そ
の
極
限
量
。
回
、
を
賓
る
た
め
に
、
必
守
し
も
。
ρ
を

固
執
す
る
必
要
は
な
い
o
む
し
ろ
慣
格
を
相
官
に
引
上
げ
て
、

そ
の
徐
カ
を
以
て
甲
の
需
-
妥
を
吸
牧
し
た
方
が
遁
に
有
利
で

あ
る
。
従
っ
て
賓
際
に
沿
い
て
は
、
双
方
の
生
産
高
が
極
限

に
達
し
た
場
合
に
た
い
て
も
、

一
方
ば
他
に
滴
立
に
自
分
の

買
手
に
任
意
の
債
格
を
要
求
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
か
も
知

れ
た
い
。

相
手
の
債
格
を
一
定
と
見
て
.
自
己
の
債
格
を
動
か
し
て

競
争
す
る
と
い
ふ
仮
定
は
‘
同
企
2
2
5
の
理
論
の
第
一
の

扶
酷
で
あ
る
。
第
二
に
、
上
に
紹
介
し
た
彼
の
の
2
5♀
へ

の
非
難
が
果
し
て

E
営
で
あ
る
か
ど
う
か
を
考
へ
て
見
や

ぅ
。
彼
は
こ
の
非
難
に
沿
い
て
、
ュ

gH
な
商
品
に
つ
い
て
相

手
の
供
給
を
不
費
と
見
て
自
己
の
供
給
を
動
か
す
、
』
と
は
、

相
手
の
慣
格
を
動
か
さ
な
い
で
自
己
の
債
格
の
み
を
動
か
す

こ
と
を
意
味
す
る
と
考
へ
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。
然
し
之
は
、
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全
く
無
関
係
な
こ
の
商
品
じ
つ
い
て
こ
そ
成
立
つ
が
、
完
全

に
弘
司
包
た
邸
中
っ
同
一
の
商
品
に
つ
い
て
は
、
全
然
考
へ
ら

れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
勿
論
。
2
2
S
は
そ
ん
ゑ
こ
と
は
何

昆
に
も
言
っ
て
ゐ
な
い
し
、
叉
彼
の
意
味
が
訟
に
あ
る
の
で

な
い
こ
と
は
、
棋
が
競
争
論
の
冒
頭
に
た
い
て
、
市
場
に
は

唯
一
の
債
格
が
あ
る
の
み
と
い
ふ
こ
と
を
明
言
し
て
ゐ
・
る
ニ

と
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
0
2
5『

d
g
B
g
g河
友
商
品

に
つ
い
て
は
、
一
見
出
企
2
2同
岳
の
非
難
が
営
つ
て
ゐ
る
や

う
に
思
は
れ
る
が
.
よ
〈
考
へ
る
と
や
は
り
の

2
g
g
の
正

し
い
こ
と
が
諮
問
さ
れ
る
o

論
回
目
の
多
岐
に
渉
る
の
を
恐
れ

て
こ
L
に
は
そ
の
詑
明
を
省
略
す
る
。
こ
の
誤
解
は
絵
り
に

間
早
純
な
も
の
で
、
弘
法
の
失
筆
の
観
が
友
い
で
も
な
い
。

第
三
仁
、
彼
の
置
い
た
設
問
の
皐
純
化
の
た
め
の
仮
定
が
、

果
し
て
理
論
の
一
般
牲
を
傷
け
た
い
も
の
で
あ
る
か
が
疑
問

と
た
る
。
そ
の
例
は
市
場
分
割
の
仮
定
で
あ
る
o
賓
際
じ
沿

い
て
は
市
揚
は
皐
一
で
、
買
手
は
甲
か
ら
賀
ふ
も
乙
か
ら
買

ふ
も
勝
手
で
あ
る
か
ら
、

m-仁
固
着
し
た
買
手
乙
じ
固
着
し

た
買
手
に
分
け
て
推
理
す
る
こ
と
は
誤
謬
を
起
し
易
い
と
思

ふ
。
現
に
彼
自
身
そ
の
賓
例
を
示
し
て
ゐ
る
。
即
ち
、
生
産

量
が
極
限
に
建
し
た
揚
合
、

一
方
は
相
手
に
よ
っ
て
そ
の
買

391 

手
を
奪
は
れ
る
こ
と
な
し
に
憤
格
を
引
上
げ
る
と
考
へ
た
こ
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と
も
、
自
分
の
供
給
舗
を
動
か
す
こ
と
は
、
自
分
の
債
格
丈

を
動
か
す
こ
と
で
あ
る
と
考
へ
た
こ
と
も
、
何
れ
も
こ
の
仮

定
に
起
因
す
る
誤
り
で
あ
る
。
叉
こ
の
椴
定
は
任
意
の
債
格

じ
ゐ
い
て
雨
者
の
供
給
騒
が
確
定
す
る
か
の
や
う
に
考
へ
さ

令
る
危
険
が
あ
る
。

第
四
に
、
彼
の
議
論
は
、

P
E
P
S

し
て
取
っ
た
こ
と
を
非
難
し
て
、
債
格
を
費
量
と
し
て
取
る

が
供
給
量
を
費
教
と

べ
き
こ
と
そ
主
張
す
る
意
味
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
と
も
考
八
ら

れ
る
。
現
に
披
は
、
補
充
的
商
品
の
謂
占
に
つ
い
て
は
η
2
7

E
C酔
の
式
を
そ
の
ま
L
採
用
し
て
議
論
を
進
め
て
ゐ
る
に
拘

ら
や
、
同
日
J

邑
左
商
品
の
揚
合
に
沿
い
て
は
。

s
g
g
の
式

D¥lQpolyに蹄する轡設の研究

を
採
用
し
な
い
で
別
の
方
法
で
解
決
し
ゃ
う
と
試
み
た
の

は
、
前
の
揚
A
口
に
た
い
て
は
債
格
が
費
教
と
な
っ
て
ゐ
る
じ

反
し
て
、
後
者
は
供
給
額
を
滴
立
費
教
と
し
て
採
っ
て
ゐ
る

か
ら
で
あ
る
と
想
像
さ
れ
特
る
。
市
し
て
、

C
S
E
S
が
明

言
し
て
ゐ
る
や
ろ
に
そ
し
て
回
』
開
2
2
F
自
身
が
重
ね
て
之

そ
主
張
し
て
ゐ
る
や
う
に
、
市
場
に
は
皐
一
の
債
格
の
み
が

存
在
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
債
格
を
境
教
と
し
て
と
る
時
は
、

そ
の
襲
化
は
競
争
者
双
方
じ
と
つ
て
同
時
に
起
る
も
の
と
考

392 

へ
ね
ば
た
ら
ね
。
然
る
に
一
の
債
格
じ
劃
し
て
決
定
せ
ら
れ

る
も
の
は
、
両
者
じ
劉
す
る
需
要
都
の
綿
和
で
あ
っ
て
、
甲

乙
各
自
の
販
買
量
は
理
論
的
に
は
不
定
で
あ
る
。
故
に
も
し

生
産
制
酬
の
増
減
が
安
戸
郊
の
如
く
自
由
で
あ
る
た
ら
ば
、
慣
格

の
み
そ
狽
立
襲
教
と
し
て
採
る
時
じ
は
理
論
的
取
扱
ひ
は
不

可
能
で
あ
る
o

然
し
貰
際
に
於
て
、
供
給
量
の
費
化
は
塁
策

の
や
う
じ
自
由
で
た
く
、
各
自
が
競
何
量
を
市
揚
じ
供
給
す

る
か
じ
つ
い
て
は
各
自
の
意
志
が
決
定
要
素
と
な
る
と
考
八

ら
れ
、
詰
じ
た
い
て
理
論
的
取
扱
が
可
能
と
た
る
の
で
あ

る
。
こ
の
意
味
に
沿
い
て
、
供
給
量
を
猫
立
費
量
と
考
八
る

こ
と
は
不
都
合
た
椴
定
で
は
な
く
、
む
し
ろ
債
格
の
み
を
襲

教
と
考
へ
る
こ
と
が
、
競
争
者
の
濁
立
た
利
益
を
考
察
す
る

こ
と
を
不
可
能
た
ら
し
め
て
、
事
置
に
合
は
な
い
仮
定
で
あ

る
と
云
は
ね
ば
な
ら
お
。

以
上
論
4
7
る
所
じ
よ
っ
て
、
吾
人
は
の

2
5
Cげ
の
喫
論
の

批
評
と
し
て
の
出
身

zser-v
の
夫
に
承
服
し
難
い
離
を
閉
じ

し
た
。
し
か
し
彼
の
理
論
が
、
競
争
の
あ
る
特
殊
友
揚
A
口の
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説
明
と
し
て
向
そ
の
償
値
を
有
ず
る
こ
と
は
認
め
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
。
夫
は
、
競
争
者
が
各
々
そ
の
最
大
利
益
を
求
む
る

こ
と
を
直
接
の
目
的
と
し
-
な
い
で
、
利
益
の
存
ず
る
限
り
相

手
よ
り
低
い
債
格
を
以
て
自
己
の
商
品
を
賀
P
、
相
手
の
商

品
を
市
場
か
ら
駆
逐
す
る
こ
と
を
主
眼
と
す
る
場
合
で
あ

る
。
こ
の
揚
合
債
格
を
低
下
す
る
動
因
は
、
最
大
利
益
。
埠

求
で
は
、
な
く
て
、
相
手
を
倒
さ
う
と
す
る
意
志
と
倒
さ
れ
ま

い
と
す
る
自
衛
の
意
志
と
で
あ
る
。
も
し
一
方
の
力
が
他
方

の
カ
よ
り
劣
る
と
き
に
は
、
伎
は
市
場
か
ら
騒
逐
せ
ら
れ
て

市
場
は
優
者
の
濁
占
に
蹄
す
る
で
あ
ら
う
。
故
に
競
争
が
存

績
す
る
場
合
に
沿
い
て
は
、
用
者
の
力
は
等
し
い
と
考
へ
ら

れ
る
。
こ
の
揚
合
に
は
、
債
格
は
一
般
に
自
・
由
競
争
の
債
格

に
ま
で
低
下
す
る
。
而
し
て
、
報
酬
遁
減
の
法
則
が
支
配
す

る
場
合
又
は
生
産
量
に
制
限
が
あ
る
揚
合
に
は
、
債
格
は
再

び
こ
の
離
か
ら
反
捜
し
て
安
定
す
る
こ
と
が
・
な
い
と
は
‘

国
【
凶
回
目
当
可
。
片
手
の
設
で
あ
る
が
、
こ
の
詮
明
に
誤
り
が
あ
る
こ

15~ 

と
は
前
速
の
通
り
で
る
る
。
次
に
こ
の
結
論
は
如
何
左
る
保

件
の
下
に
於
て
可
能
で
あ
る
か
を
考
へ
て
見
ゃ
う
。

第
三
園
に
於
て
、
甲
乙
の
生
産
高
が
制
限
に
建
し
た
時
に
、

乙
が
そ
の
債
格
を
引
上
げ
る
と
き
は
、
甲
は
之
よ
り
低
い
程

度
に
債
格
を
引
上
げ
て
、
自
分
の
販
路
を
失
ふ
こ
と
な
く
し

て
よ
り
大
た
る
利
益
を
獲
得
す
る
で
あ
ら
う
。
乙
の
慣
格
主

同
】
甲
の
最
大
供
給
量
を
。
国
で
表
は
せ
ば
、
乙
が
債
格
を
引

上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
失
ふ
こ
と
の
な
い
需
要
額
は

司
ヘ
ガ
一
)

I
C切
で
表
は
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
乙
が
最
大
利
益
を
得
る

債
格
は
弐
の
式
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
。

円同
V

(

吋
(
巴

l

。HWU、H
。

可
(
阿
川
)
+
司
吋
、
(
閉
じ
|
。
出

H
O

上
式
か
ら
》
を
求
め
、
之
を

(δ
式
よ
り
得
る
喝
の
値
と
比

較
す
れ
ば
、

(
∞
)
 

」容
さl具
八

吋 i
A河
内弓 1;--，
1シ|喝
¥J  

故
に
若
し
上
記
の
如
き
喝
の
値
が
存
す
る
な
ら
ば
、
夫
は

必
守
、
問
単
調
怠
る
濁
占
に
た
い
て
彼
に
最
大
利
益
を
奥
へ
る

債
格
即
ち

c-ー
よ
り
も
低
い
も
の
で
・
な
け
れ
ば
な
ら
ね
ο

393 

回
品
加
喜
一
む
ユ
レ
}
H

が
。
句
・
ま
で
引
上
げ
る
こ
と
が
乙
じ
と
つ
て
最
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も
有
利
で
あ
る
と
考
へ
た
こ
と
が
誤
り
で
あ
る
事
は
之
に
よ

っ
て
詮
明
せ
ら
れ
る
。

上
の
や
う
な
喝
の
値
は
常
じ
存
在
す
る
と
は
限
ら
た
い
。

夫
は
如
何
な
る
保
件
の
下
に
沿
い
て
可
能
で
あ
る
か
。
今
上

の
如
き
匂
の
値
を
同
M

t

と
し
、
甲
乙
の
供
給
額
が
制
限
に
達
し

た
と
き
の
債
格
を
?
と
す
れ
ば
、
回
以
闘
が
存
在
す
る
た
め
に
は

ま
V
?
訟
る
保
件
に
沿
い
て
次
の
式
が
成
立
つ
こ
と
が
必
要

旦
充
分
で
あ
る
。

宮
、
匂
(
市
崎
)

l

。
出
)
l
H
M
H
。
切
〉
。

之
を
費
形
す
れ
ば

Duol'olyに闘する単設の研究

(
⑤
)
宮
司

(
E
l
p叫戸
(
8
5
v
o

今
の
揚
ム
口
に
沿
い
て
は
吋
(
古
)
H
M
(
)
切
で
あ
る
か
ら

ガ

ω1+1; 
'0 ，. 

〉

吋
(
H
V
-
)

吋
(
H
M
凶

)

比
例
式
の
原
理
に
よ
っ
て
掛
変
形
す
れ
ば

ハ
H
C
)

ガ
凶
!
}
)

N
H
V
岬

V 

句
〆{¥

'0 
煙i(.... 
-'"1、ーノ
匂 11
乙l句/ヘ
句

、../

即
ち
乙
が
債
格
を
引
上
げ
て
利
益
を
得
る
と
い
ふ
噂
』
と
は
、

394 

債
格
の
騰
貴
率
の
字
分
よ
り
も
需
要
の
減
少
率
の
方
が
街
小

で
あ
る
場
合
に
の
み
、
即
ち
制
限
量
の
附
近
に
む
い
て
需
要

の
弾
力
が
相
嘗
に
小
さ
い
揚
合
に
の
み
可
能
で
あ
る
ο

甲
乙
雨
者
の
生
産
制
限
舗
に
差
が
存
ず
る
場
合
じ
は
.
生

産
力
の
大
な
る
方
は
債
格
引
上
の
可
能
性
は
上
の
揚
合
よ
り

大
で
あ
る
が
、
小
な
る
方
に
と
っ
て
は
反
封
に
可
能
性
が
小

で
あ
る
。
今
甲
乙
の
生
産
制
限
額
を
夫
々

P
ず
と
す
れ
ば
式

(

C

)

は
弐
の
式
で
置
き
換
へ
ら
れ
る
。

H
J
吋
(
ガ
む
!
?
司
同
十
ゲ
ヲ
)
V
。

然
る
に
限
定
に
よ
っ
て
y
v
?
で
あ
る
か
ら
、
白
川
σ
に
従

っ
て

P
十
V

P

喝
同
十
ず
匂
回
以
(
苫
十
回
凶
凶

)
1吋
l

で
あ
る
。
乙
と
〈
♂
式
以
下
の
所
論
を
比
較
し
て
上
の
如
く

結
論
し
得
る
。

上
の
如
き
ま
が
存
在
す
る
場
合
と
雄
も
償
格
は
必
や
し

も
不
安
定
で
は
な
く
、
引
上
げ
ら
れ
た
債
格
に
留
る
こ
と
も



可
能
で
あ
る
。
更
に
.
報
間
遮
減
の
場
合
に
は
債
格
引
上
の
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可
能
性
が
尚
小
さ
く
友
る
事
も
容
易
に
説
明
せ
ら
れ
る
。

要
す
る
に
、

H
E
m
o
z
a
v
の
理
論
の
受
賞
す
る
競
争
の

特
殊
友
揚
ム
口
に
沿
い
て
す
ら
、
不
衡
が
不
安
定
で
あ
る
と

い
ふ
結
論
は
限
ら
れ
た
場
合
に
の
み
成
立
ち
得
る
に
過
ぎ
た

ぃ。

回一回

r
。円
の
批
評

...a圃
J、

出
血
}
告
の
批
評
を
弐
に
諜
出
す
る
。

「
(
J
O
S
E
C同

の
こ
の
問
題
の
取
扱
ひ
方
は
見
事
で
あ
り
、
且

血
戸
間
的
骨
叫
品
U
7
1
0

で
あ
る
が
、
重
大
怠
る
非
難
を
莞
れ
た
い
。
そ

の
誤
り
は
、
各
例
入
が
そ
の
競
争
相
手
の
供
給
額
が
一
白
ん
で

あ
る
と
い
ふ
想
像
の
下
じ
行
動
し
、
た
ど
自
分
の
供
給
揺
を

最
大
利
益
を
獲
る
や
う
に
調
節
し
ゃ
う
と
努
め
る
で
あ
ら
う

と
い
ふ
仮
定
に
見
出
さ
れ
る
。
(
中
略
)
し
か
し
之
は
、
二
人

の
生
産
者
聞
に
存
ず
る
競
争
じ
震
際
誼
合
す
る
録
件
で
は
な
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ぃ
。
よ
り
以
上
自
然
的
-
h

弘
、
そ
し
て
し
ば
し
ば
時
軟
に
採
用

せ
ら
れ
る
偲
定
は
、
各
人
が
そ
の
競
争
者
の
債
絡
を
同
定
し

た
も
の
と
考
へ
て
自
分
自
身
の
債
格
を
調
節
す
る
と
い
ふ
ニ

と
で
あ
る
。
こ
の
保
定
の
下
に
た
い
て
は
各
人
は
利
益
の
存

ず
る
限
り
他
よ
り
低
い
債
格
で
賢
ら
う
と
し
、
結
局
は
無
制

限
の
競
争
と
同
一
の
結
果
を
生
や
る
で
あ
ら
う
。
し
か
し
貰

際
に
た
い
て
、

各
患
を
指
す
人
が
、
騎
士
を
捕
へ
ん
と
す

る
努
力
を
彼
の
敵
手
が
妨
害
し
た
い
で
あ
ら
う
と
い
ふ
-
』
と

を
限
定
し
た
い
と
同
様
に
、
如
何
な
る
商
人
も
、
彼
の
競
争

ヰ
刊
の
供
給
額
又
は
債
格
を
一
定
で
あ
る
と
仮
定
す
る
者
は
な

い
で
あ
ら
う
。
伎
は
彼
の
相
手
の
仕
事
を
一
時
奪
は
ん
と
し

て
、
或
は
伎
を
全
〈
市
場
か
ら
騒
逐
せ
ん
た
め
に
、
債
格
を
低

下
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
彼
は
大
ゑ
る
注
意
を
以
て
虫
色
ロ
国

4
町
三
凶
出
品
目

を
保
ち
、
市
揚
を
撹
刷
乱
し
て
債
格
競
争
を
惹
超
し

な
い
様
に
努
め
る
か
も
知
れ
な
い
。
芳
し
憤
格
が
破
壊
的
に

低
い
時
は
、
彼
は
、
同
様
な
困
難
に
あ
る
そ
の
相
手
が
こ
の

費
動
を
観
迎
し
て
之
に
追
従
す
る
で
あ
ら
う
と
い
ふ
期
待
の

下
に
、
彼
の
債
格
を
引
上
げ
る
か
も
知
れ
な
い
。
か
i
A

る
研

究
は
全
て
「
動
接
的
」
の
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て

C
C
E
H
ロ
c-F

390 ' 

が
設
明
し
た
よ
り
も
蓬
に
複
雑
で
あ
る
。
こ
の
錯
雑
せ
る
そ



162 

し
て
閑
却
さ
れ
た
る
問
題
の
最
も
完
全
な
る
取
扱
ひ
は
、

国
Lm担
当
司
ユ
何
回
教
授
の
の
目
。
円
出
向
島
田
島
由
ぬ
同
日

8
8
0
E
a一
の
優
れ
た

る
論
文
に
含
ま
れ
て
ゐ
る
。
」
ハ
註
一
八
)

註
一
八
。

ρ
・
匂
・
国

-
Fロ・

zu∞回以》・ロ
?
l
p
J可

恒
三
百
の
上
の
議
論
に
封
し
、
攻
の
三
の
疑
問
を
提
出
し

た
い
。
第
一
に
、
相
手
の
供
給
又
は
債
格
を
一
定
と
見
て
行

動
す
る
と
い
ふ
こ
と
が
、
持
碁
に
沿
い
て
相
手
が
自
分
の
行

動
を
妨
害
し
な
い
と
仮
定
す
る
と
い
ふ
こ
と
と
比
較
せ
ら
れ

得
る
も
の
で
あ
る
か

F
う
か
。
第
二
に
、
開
中
間
2
4
2
P
の
研

の
所
謂
開
準
的
見
地
に
立
っ
た
も
の
で
あ
る

か

rう
か
。
第
三
に
、
競
争
の
問
題
が
(
動
態
的
」
に
の
み

究
が
出
町
げ
え

Duopolyに関する準設の研究

取
扱
は
れ
な
け
れ
ば
在
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
3

第
一
の
問
題
は
最
も
重
要
で
あ
っ
て
、
彼
が

3
5・
ロ
♀
を

非
難
す
る
理
由
は
専
ら
按
じ
基
い
て
ゐ
る
。
而
し
て
同
一
宮
a

ヨ}同
F
に
つ
い
て
述
べ
た
や
う
に
、
之
に
封
す
る
詳
細
な
る

研
究
は
本
論
の
主
要
な
る
目
的
で
あ
る
。
こ
主
に
は
こ
の
比

臓
の
不
営
た
こ
と
に
つ
い
て
一
言
す
る
に
止
め
や
う
。
。
2
7

目
。
け
に
沿
い
て
、
相
手
の
供
給
を
一
定
と
見
て
自
己
の
供
給

を
動
か
す
と
い
ふ
こ
と
は
、
自
分
が
相
手
の
行
動
に
よ
っ
て

398 

妨
げ
ら
れ
る
こ
と
た
く
行
動
し
得
る
と
い
ふ
事
を
意
味
し
な

い
。
た
w
h

雨
者
の
供
給
量
の
餐
化
は
調
立
で
あ
る
と
い
ふ
ニ

と
に
外
な
ら
ね
。
出
a
r
s
の
比
較
は
C
合

5
5け
の
否
定
に
は

役
立
た
守
、
却
っ
て
肯
定
の
意
味
に
訂
正
せ
ら
れ
る
べ
き
も

の
と
思
ふ
。

第
二
の
問
題
を
論
や
る
に
蛍
っ
て
、
彼
の
所
謂
勤
接
的
と

は
如
何
な
る
意
味
で
あ
る
か
を
考
へ
る
必
要
が
あ
る
。
出
向
p
l

~
r
p戸
に
よ
れ
ば
、
動
態
と
は
費
動
と
進
歩
の
朕
態
で
あ
っ

た
。
し
か
し
宮
島
常
の
動
墜
的
と
は
か
L
る
般
態
を
指
す
の

で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
甲
は
乙
に
封
し
て
挑
載
す

る
か
も
知
れ
た
い
。
或
は
平
和
を
欲
し
て
侵
略
的
態
度
を
避

け
る
だ
ら
う
。
時
と
し
て
は
安
協
を
期
待
す
る
こ
と
も
あ
ら

ぅ
。
之
等
の
場
合
に
沿
い
て
先
づ
問
題
と
な
る
も
の
は
、
例
々

の
意
志
で
あ
っ
て
一
般
の
原
則
で
は
な
い
。
限
定
で
あ
っ
て

理
論
で
は
な
い
。
前
者
の
研
究
は
、
隠
史
的
或
は
枇
合
的
現

象
の
直
観
に
侠
つ
外
は
な
く
、
推
理
を
事
と
す
る
抽
象
論
の

領
域
で
は
た
い
。
目
ち
2
の
動
接
的
研
究
と
い
ふ
語
は
、
前



者
の
如
き
具
程
的
事
貰
の
研
究
を
意
味
す
る
の
か
、
或
は
か

-究五汗の言常事るナ闘に Duopョly

く
の
如
き
研
究
じ
よ
っ
て
得
ら
れ
た
仮
定
か
ら
出
費
し
て
理

論
を
構
成
し
ゃ
う
と
す
る
努
力
主
意
味
す
る
の
か
明
瞭
で
な

い
が
、

岡
山
岳

2

自
身
の
立
場
及
び

同凶問団巧。

z
y
の
立
揚

か
ら
考
へ
て
、
出
品
m
2
2
F
の
研
究
が
前
者
の
如
き
意
味
の

も
の
で
な
く
・
飽
ま
で
も
純
粋
理
論
じ
属
す
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。
又
夫
は
一
般
的
な
仮
定
の
上
に
立
っ
て
ゐ
て
、

肘戸】ぬ担当
OHP
自
ら
・
報
酬
遮
減
と
い
ふ
制
限
の
外
に
乙
を
特

殊
化
す
る
も
の
は
な
い
と
考
へ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
犬
は
可

能
な
る
種
々
な
る
仮
定
の
上
に
立
つ
綜
合
的
研
究
と
い
っ
た

様
た
意
味
の
動
車
ナ
的
研
究
に
属
す
る
と
も
い
は
れ
な
い
。
た

H
A

盟国
V
包
の
意
見
を
根
撮
附
け
る
や
う
友
説
明
を

回、吋問。
l
a

42
ユ}H
の
設
明
に
求
む
れ
ば
、
彼
が
、
時
と
し
て
債
格
が
そ

の
長
低
限
仁
謹
ず
る
前
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
件

ろ
と
記
し
て
ゐ
る
所
が
之
に
常
る
や
う
に
見
え
る
。
し
か
し

伎
は
之
に
「
相
手
に
よ
っ
て
奪
は
れ
る
こ
と
の
な
い
残
り
の
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需
要
者
に
釘
し
て
」
(
宮
宮
戸
田
二
e
c
-
-
Y
H
V・
昆
)
)
と
い
ふ
制

限
を
付
け
て
ゐ
る
か
ら
.
之
が
一
般
原
則
じ
劃
す
る
例
外
を

定
む
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
要
す
る
巳

同日開
2
1
2
5
の
割
論
は
如
何
な
る
方
面
か
ら
考
へ
で
も
、

吋
円
由
同
戸
田
吋
の
推
奨
す
る
如
、
き
意
味
の
動
接
的
研
究
と
見
る
こ
と

は
出
来
な
い
。

第
三
に
、
競
争
の
問
題
は
所
抑
制
勤
墜
的
立
揚
か
ら
の
み
扱

ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
。
之
は
要
す
る
に
動
墜
的
と

い
ふ
語
の
解
韓
じ
依
る
こ
と
で
あ
る
が
、
絞
り
に
、
こ
の
語

を
通
常
行
は
れ
る
意
味
に
解
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
不
蛍
な
る

こ
と
は
既
に

z
p
吋担
t
p
]
-

に
つ
い
て
述
べ
た
所
で
あ
る
。
又

之
を
純
理
論
の
外
一
に
立
つ
と
い
ふ
意
味
に
解
す
る
と
き
も
同

様
で
あ
る
こ
と
は
、
彼
自
身
盟
問
2
0
H
d
H
の
研
究
を
支
持
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
裏
書
き
し
て
ゐ
る
。
之
を
出
a
V
2

の
文

意
に
従
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
場
合
を
包
含
し
た
綜
合
的
研
究
と

い
ふ
意
味
に
解
す
る
な
ら
ば
、
競
争
を
勤
接
的
問
題
と
主
張

ず
る
こ
と
に
異
議
を
は
さ
む
理
由
は
た
い
。
た
ど
動
接
的
と

い
ふ
語
を
か
く
の
如
く
解
す
る
こ
と
が
遁
首
で
あ
る
か
否
か

と
い
ふ
問
題
と
、
そ
の
故
じ

C
C号
ロ
0
0

の
理
論
を
否
定
し
符

397 

る
か
否
か
。
こ
の
事
は
唯
こ
の
理
論
の
受
賞
牲
を
制
限
す
る
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に
過
ぎ
た
い
の
で
は
伝
い
か
と
い
ふ
問
題
が
残
る
丈
で
あ

る
J

こ
の
後
の
問
題
に
つ
い
て
は
本
論
の
結
論
に
於
い
て
論

及
す
る
で
あ
ら
う
。

Duopoly に闘する拳設の研究

の
批
評
は
動
接
的
と
い
ふ
語
の
使
用

に
つ
い
て
既
に
論
す
べ
き
絵
地
が
存
す
る
の
で
は
去
か
ら
う

わ
。
要
す
る
に
出
岳
旬

8118 

m
以
下
次
鍛
V


